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マツダ(株)マツダ病院薬剤部

がん患者さんのためにできること
～治療日誌を活用した副作用対策～

2023/3/16 安芸薬薬連携研修会
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当院の概要

当院での化学療法実施の現状

薬剤師外来の取り組みについて

-症状チェックシートを活用した悪心への介入の効果-

-カペシタビン内服患者に対する薬剤師介入の効果-

本日のアジェンダ
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当院の概要
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入院棟（新棟）

外来A棟（既存棟）
外来B棟（既存棟）

JR向洋駅

本社2号館

本社お客様駐車場

県道164号線

入院棟
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診療科
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循環器内科 消化器内科 呼吸器内科 糖尿病内科

精神科・心療内科 小児科 外科 リハビリテーション科

脳神経外科 整形外科 皮膚科 泌尿器科 眼科

耳鼻咽喉科 歯科・口腔外科 麻酔科 放射線科

病床数：270床(一般216床、地域包括ケア54床)

17診療科・救急センター(二次救急)、日帰り手術センター 他

薬剤師数 21名+薬剤助手3名
病棟専任5名（地域包括ケア病棟を含む）
手術室専任1名
服薬指導2～4名
調剤室3名（入院支援担当含む）
AST1名、薬剤師外来担当1名、抗がん剤調製担当1名
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化学療法を実施している診療科と疾患
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消化器内科：クローン病、潰瘍性大腸炎

呼吸器内科：肺癌

外科：大腸癌、胃癌、乳癌、膵癌

整形外科：リウマチ

泌尿器科：尿路上皮癌、腎細胞癌、前立腺癌

耳鼻咽喉科：頭頚部癌、舌癌
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診療科別の化学療法実施件数(点滴のみ)
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※2023年2月、3月は未集計
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診療科別の化学療法実施件数(点滴のみ)
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肺がんに対しては、ドライバー遺伝子の変異/転
座を標的としたキナーゼ阻害薬の内服が1st line
として使用される
⇒点滴件数は減少した可能性

※2023年2月、3月は未集計
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非小細胞肺がんに対するレジメン

ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ+ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ
ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ+ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ
ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ
ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ
ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ単独
ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ
ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ（毎週）
ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ（毎週）
ﾄﾞｾﾀｷｾﾙ（3週毎）
ｻｲﾗﾑｻﾞ+ﾄﾞｾﾀｷｾﾙ（3週毎）
ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾄﾞｾﾀｷｾﾙ（3週毎）
ｹﾞﾑｼﾀﾋﾞﾝ+ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ
ｹﾞﾑｼﾀﾋﾞﾝ
ﾛｾﾞｳｽ
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ
ｷｲﾙｰﾀﾞ(3週毎)
ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ+ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ

ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ+ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ
ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ+ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ
ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ+ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ（3週毎）
ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ+ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ（毎週）
ﾃｾﾝﾄﾘｸ
ﾃｾﾝﾄﾘｸ+ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ（3週毎）
ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ(6週毎)
ｲﾐﾌｨﾝｼﾞ(非小細胞がん、2週毎)
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ+PEM+CBDCA
ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ(毎週)
ﾃｾﾝﾄﾘｸ+ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ+ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ
ﾃｾﾝﾄﾘｸ+ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ+PEM＋
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ+TriWeeklyPTX+CBDCA（扁平上皮がん）
ｻｲﾗﾑｻﾞ+ﾀﾙｾﾊﾞ
ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ(3週毎)
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ｹﾞﾑｼﾀﾋﾞﾝ
ﾛｾﾞｳｽ
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ
ｷｲﾙｰﾀﾞ(3週毎)
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ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ(6週毎)
ｲﾐﾌｨﾝｼﾞ(非小細胞がん、2週毎)
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ+PEM+CBDCA
ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ(毎週)
ﾃｾﾝﾄﾘｸ+ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ+ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ
ﾃｾﾝﾄﾘｸ+ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ+PEM＋
ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ+ﾔｰﾎﾞｲ+TriWeeklyPTX+CBDCA（扁平上皮がん）
ｻｲﾗﾑｻﾞ+ﾀﾙｾﾊﾞ
ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ+ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ(3週毎)

免疫チェックポイント阻害剤含有レジメンも多く実施されている
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化学療法件数の推移
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化学療法は入院から外来へシフト
⇒入院中と同様にいかに患者の状態を把握できる
かが重要

※2023年2月、3月は未集計
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外来治療室と無菌調製室の紹介

リクライニングチェアー 2床

寝台ベット 4床

無菌調製担当者 1名
薬剤師外来担当者 1名

外来治療室担当看護師 1名
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薬剤師外来について(2015年10月より開始)

目的：外来化学療法患者のサポート

・治療日誌を用いた副作用の発現状況の確認

・ QOLの向上(支持療法の提案) 、レジメン完遂率の向上(副作用の軽減)

介入内容：化学療法開始時・レジメン変更時の説明、副作用モニタリング、

支持療法の提案、保険薬局への情報提供etc

対象診療科：全診療科

対象患者：ホルモン療法を除く化学療法を受けている外来患者(内服薬含む)
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薬剤師外来について(2015年10月より開始)

目的：外来化学療法患者のサポート

・治療日誌を用いた副作用の発現状況の確認

・ QOLの向上(支持療法の提案) 、レジメン完遂率の向上(副作用の軽減)

介入内容：化学療法開始時・レジメン変更時の説明、副作用モニタリング、

支持療法の提案、保険薬局への情報提供etc

対象診療科：全診療科

対象患者：ホルモン療法を除く化学療法を受けている外来患者(内服薬含む)

最大の目的であり使命
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QOLとは

QOLとは、「Quality of Life（クオリティ・オブ・ライフ）」の略称で、日本語では
「生活の質」などと訳され、「生きがい」や「満足度」という意味。
QOLの評価は、人が人間らしく満足して生活しているか、自分らしい生活が送
れているか「生活の質」を評価する概念。
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QOLとは

QOLとは、「Quality of Life（クオリティ・オブ・ライフ）」の略称で、日本語では
「生活の質」などと訳され、「生きがい」や「満足度」という意味。
QOLの評価は、人が人間らしく満足して生活しているか、自分らしい生活が送
れているか「生活の質」を評価する概念。

その人らしく、今まで通りに
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QOLの低下を招く要因
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QOLの低下を招く要因

このような症状とどう関われるでしょうか？
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薬剤師外来面談件数と提案受諾率

面談件数、処方提案受諾率ともに増加している
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薬剤師外来の流れについて
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薬剤師外来で使用するツール

+ +

＝

治療日誌

症状チェックシート

・副作用発現状況の確認
・支持療法の効果の確認

患者説明用パンフレット

・患者への説明
・医療機関での利用

薬薬連携シート

・副作用の確認
・併用注意薬の確認
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免疫チェックポイント阻害
剤による免疫関連有害事
象のチェック

VEGF*)阻害剤による高
血圧

消化器症状、その他の化
学療法剤に共通した副
作用

*:血管内皮増殖因子

症状チェックシートの記載項目について
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治療日誌の活用

Lillymedical.jp

マツダ病院にかかられている○○さんなん
ですが、抜歯をした後に血が全然止まらな
いんです…どんな治療をされていますか？

歯科医師A先生

患者は切除不能胃癌に対して、サイラムザ®+パクリタキセル®療法施行中であった。
サイラムザの副作用によって出血を助長したと推測される。

https://www.lillymedical.jp/ja-jp
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治療日誌の活用

Lillymedical.jp

マツダ病院にかかられている○○さんなん
ですが、抜歯をした後に血が全然止まらな
いんです…どんな治療をされていますか？

患者は切除不能胃癌に対して、サイラムザ+パクリタキセル療法施行中であった。
サイラムザの副作用によって出血を助長したと推測される。

歯科医師A先生

患者さんには、当院のみならず、薬局・病院など
の医療機関で提示するように説明しています

https://www.lillymedical.jp/ja-jp


MAZDA MOTOR CORPORATION 28

症状チェックシートを活用した悪心への介入の効果
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吐き気・嘔吐に苦しんでいる人は多い



MAZDA MOTOR CORPORATION 31

症例① 大腸がん

RPMI(1クール8週)
(5-FU 600mg/㎡ d1.8.15.22.29.36)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

day1 2        3       4       5        6        7

※嘔気はNRS0～10で評価
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症例① 大腸がん

RPMI(1クール8週)
(5-FU 600mg/㎡ d1.8.15.22.29.36)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg

いつ？ なぜ？

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

day1 2        3       4       5        6        7
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症例① 大腸がん

RPMI(1クール8週)
(5-FU 600mg/㎡ d1.8.15.22.29.36)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg

day1
パロノセトロン注 0.75mg
デキサメタゾン注 6.6mg

介入後

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

day1 2        3       4       5        6        7 day1 2        3       4       5        6        7

急性期の悪心に対して制吐剤を5-HT3受容
体への親和性の高いパロノセトロンへの変
更を提案



MAZDA MOTOR CORPORATION 34

症例① 大腸がん

RPMI(1クール8週)
(5-FU 600mg/㎡ d1.8.15.22.29.36)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg

day1
パロノセトロン注 0.75mg
デキサメタゾン注 6.6mg

介入後

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

day1 2        3       4       5        6        7 day1 2        3       4       5        6        7
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症例② 大腸がん

ベバシズマブ+トポテシン(1クール2週)
(day1 ベバシズマブ 5mg/kg,トポテシン 120-150mg/㎡)

介入前

day1
アプレピタント 125mg
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
day2-3
アプレピタント 80mg

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

day1 2        3       4       5        6        7
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症例② 大腸がん

ベバシズマブ+トポテシン(1クール2週)
(day1 ベバシズマブ 5mg/kg,トポテシン 120-150mg/㎡)

介入前

day1
アプレピタント 125mg
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
day2-3
アプレピタント 80mg

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

いつ？ なぜ？
day1 2        3       4       5        6        7
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症例② 大腸がん

ベバシズマブ+トポテシン(1クール2週)
(day1 ベバシズマブ 5mg/kg,トポテシン 120-150mg/㎡)

介入前

day1
アプレピタント 125mg
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
day2-3
アプレピタント 80mg

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

介入後

day1
アプレピタント 125mg
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
day2-3
アプレピタント 80mg
day2-6
デキサメタゾン錠 8mg/day

day1 2        3       4       5        6        7day1 2        3       4       5        6        7

遅発性の悪心に対してday2-6まで
デキサメタゾンの追加を医師に提案
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症例② 大腸がん

ベバシズマブ+トポテシン(1クール2週)
(day1 ベバシズマブ 5mg/kg,トポテシン 120-150mg/㎡)

介入前

day1
アプレピタント 125mg
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
day2-3
アプレピタント 80mg

福長豊己, 森川記道, 西倉教子, 高橋裕子, 西原昌幸, 外来がん化学療法患者の症状把握を目的とした
「治療日誌」の作成とそれを用いた薬剤師外来の有用性について, 日本病院薬剤師会雑誌, 2018, 54, 997-1005

介入後

day1
アプレピタント 125mg
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
day2-3
アプレピタント 80mg
day2-6
デキサメタゾン錠 8mg/day

day1 2        3       4       5        6        7 day1 2        3       4       5        6        7
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症例③ 前立腺がん

ドセタキセル(1クール3週)
(day1 ドセタキセル 70mg/㎡)

(#1d1)
一番不安なのは吐き気。知り合いにも色々言われたし、もともと小心者。患者Bさん
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症例③ 前立腺がん

ドセタキセル(1クール3週)
(day1 ドセタキセル 70mg/㎡)

患者Bさん

(#1d1)
一番不安なのは吐き気。知り合いにも色々言われたし、もともと小心者。
(点滴開始直後、顔面紅潮あり)
「やばい、やばい」「このまま死ぬかも」
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症例③ 前立腺がん

ドセタキセル(1クール3週)
(day1 ドセタキセル 70mg/㎡)

一番不安なのは吐き気。知り合いにも色々言われたし、もともと小心者。

(点滴開始直後、顔面紅潮あり)
「やばい、やばい」「このまま死ぬかも」

医師と薬剤師で今後の対応について協議
症状、バイタルよりアレルギーは否定的。次回より外来での実施となるため、
予測性嘔吐に準じて化学療法実施前夜より、アルプラゾラムを内服することに

患者Bさん

患者Bさん

(#1d1)
一番不安なのは吐き気。知り合いにも色々言われたし、もともと小心者。
(点滴開始直後、顔面紅潮あり)
「やばい、やばい」「このまま死ぬかも」
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症例③ 前立腺がん

ドセタキセル(1クール3週)
(day1 ドセタキセル 70mg/㎡)

一番不安なのは吐き気。知り合いにも色々言われたし、もともと小心者。

(点滴開始直後、顔面紅潮あり)
「やばい、やばい」「このまま死ぬかも」

医師と薬剤師で今後の対応について協議
症状、バイタルよりアレルギーは否定的。次回より外来での実施となるため、
予測性嘔吐に準じて化学療法実施前夜より、アルプラゾラムを内服することに

患者Bさん

(#2d1)
前とは全然違うね、大丈夫そう

患者Bさん

(#1d1)
一番不安なのは吐き気。知り合いにも色々言われたし、もともと小心者。
(点滴開始直後、顔面紅潮あり)
「やばい、やばい」「このまま死ぬかも」
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症例④ 直腸癌 多発肝転移

Bmab+FOLFOX(1クール2週)
(day1ベバシズマブ5mg/kg,オキサリプラチン85mg/㎡,5-FU400mg/㎡,2400mg/㎡)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg

day1 2        3       4       5        6        7
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症例④ 直腸癌 多発肝転移

Bmab+FOLFOX(1クール2週)
(day1ベバシズマブ5mg/kg,オキサリプラチン85mg/㎡,5-FU400mg/㎡,2400mg/㎡)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg

「気持ち悪い、しんどい」
「トイレ、トイレ」
「分からない、分からない」

患者Cさん

day1 2        3       4       5        6        7
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症例④ 直腸癌 多発肝転移

Bmab+FOLFOX(1クール2週)
(day1ベバシズマブ5mg/kg,オキサリプラチン85mg/㎡,5-FU400mg/㎡,2400mg/㎡)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg

介入後

day1
パロノセトロン注 0.75mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg
ラモセトロン屯服、セレネース注屯服

day1 2        3       4       5        6        7 day1 2        3       4       5        6        7
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症例④ 直腸癌 多発肝転移

Bmab+FOLFOX(1クール2週)
(day1ベバシズマブ5mg/kg,オキサリプラチン85mg/㎡,5-FU400mg/㎡,2400mg/㎡)

介入前

day1
グラニセトロン注 3mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg

介入後

day1
パロノセトロン注 0.75mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg
ラモセトロン屯服、セレネース注屯服

day1 2        3       4       5        6        7day1 2        3       4       5        6        7
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症例④ 直腸癌 多発肝転移

Bmab+FOLFOX(1クール2週)
(day1ベバシズマブ5mg/kg,オキサリプラチン85mg/㎡,5-FU400mg/㎡,2400mg/㎡)

介入後① 介入後②

day1
パロノセトロン注 0.75mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg
ラモセトロン屯服、セレネース注屯服

day1 day1-4
パロノセトロン注 0.75mg        オランザピン5mg  1T/夕食後
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3                       
アプレピタント80mg
ラモセトロン屯服

day1 2        3       4       5        6        7day1 2        3       4       5        6        7
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症例④ 直腸癌 多発肝転移

Bmab+FOLFOX(1クール2週)
(day1ベバシズマブ5mg/kg,オキサリプラチン85mg/㎡,5-FU400mg/㎡,2400mg/㎡)

介入後① 介入後②

day1
パロノセトロン注 0.75mg
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3
アプレピタント80mg
ラモセトロン屯服、セレネース注屯服

day1 day1-4
パロノセトロン注 0.75mg       オランザピン5mg  1T/夕食後
デキサメタゾン注 6.6mg
アプレピタント125mg
day2-3                       
アプレピタント80mg
ラモセトロン屯服

day1 2        3       4       5        6        7 day1 2        3       4       5        6        7
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アロカリス®(ホスネツピタント) 選択的NK1受容体拮抗剤

高度催吐制、カルボプラチン含有レジメンのアプレピタントをアロカリス®へ変更
(アプレピタントの採用は継続)

特徴
・day1のみの単回投与で完結
・ホスアプレピタントと比較して血管痛、配合変化が少ない
・ホスアプレピタントと比較して半減期が長い(t1/2=約70時間)
・CYP3A阻害作用を有するため併用薬剤との相互作用に注意
・オキサリプラチン、トポテシンを含む中等度催吐制にはアプレピタント
を優先的に使用

新規制吐剤の紹介
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カペシタビン内服患者に対する薬剤師介入の効果

第29回医療薬学会年会にて発表
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カペシタビンについて

カペシタビンはフッ化ピリミジン系の経口プロドラッグであり、内服後段階的に代謝を受け
、最終的にThymidine phosphorylase によって活性体であるフルオロウラシルへと変換さ
れ抗腫瘍効果を示す。結腸・直腸がんにおいては術後補助化学療法や、切除不能進行再
発症例に対して幅広く用いられ、大腸癌治療ガイドライン2019年版では標準的療法とし
て位置づけられている。

ゼローダ®インタビューフォーム
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DPD欠損症

ゼローダ®インタビューフォーム

・唯一の不活性化反応経路の第一段階目となる律速反応を触媒している。
・ヒトにおいては投与された5-FU の約85％が本経路により代謝分解されていることが知られている。
・個体差が存在し、平均活性の30％および10％以下の低活性者の割合は、それぞれ3～5％および0.1％であると推
定されている。
・DPDが欠損または活性低下した患者では重篤な副作用が出現し、死亡するケースも多い。
・口内炎、骨髄抑制、食欲不振、悪心嘔吐、下痢、倦怠感等の5-FUによる副作用が認められる。
・5-FU投与による激烈な副作用が診断の契機となる場合が多い。
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カペシタビンの副作用について

代表的な副作用としてHand-Foot Syndrome (以下、HFS) が知られている。HFS
の好発部位は主に手掌、足底等の四肢末端であり軽度のものは紅斑、色素沈着

で日常生活に支障はないが、重度のものになると疼痛を伴う腫脹、水疱を生じ日

常生活に大きな影響を及ぼし、QOLを低下させる原因となる。明確な発生機序
は明らかにされておらず、確実な予防法、治療法は確立されていない。よって、経

験的な処置が行われているがゼローダ®適正使用ガイドや、手足症候群アトラス

ではHFSの予防に保湿剤の塗布が推奨されている。
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HFSの重症度評価

手足症候群アトラス ゼローダ投与のマネジメント<第4版>

G1

G2

G3

Blum分類

CTCAE分類

※該当する症状のグレードが両基準(臨床領域、機能領域)で一致しない場合は、より適切と判断できるグレー
ドを採用する。

G1 G2 G3
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HFSの重症度に応じた対応

手足症候群アトラス ゼローダ投与のマネジメント<第4版>

保湿

保湿＋ステロイド外用

カペシタビン休薬

G1

G2

G3

保湿＋ステロイド外用

カペシタビン休薬

入院
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カペシタビン内服患者に対する処方提案内容

予め医師と協議して作成した皮膚障害対策セット

投与開始日からHFS予防に保湿を開始
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研究デザイン

対象患者：大腸がん術後に補助化学療法としてカペシタビン単独療法ならび

にカペシタビン＋オキサリプラチン併用療法が適用された患者

調査期間：2012年4月から2019年3月

方法：電子カルテより後方視的に調査

調査項目：患者背景、保湿剤処方状況、HFS発現状況
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患者背景

全ての調査項目において差は認められなかった

性別(男/女) 0.43

年齢(歳) 0.17

BSA (㎡) 0.76

病期 0.79

StageⅡ

StageⅢ

オキサリプラチン併用 0.61

あり(名)

なし(名)

ARDI(%) 0.8674.5(40.0-100) 74.4(49.0-100)

14 16

16 14

10 11

20 19

19/11 16/14

65(30-82) 70(46-84)

1.62±0.17 1.62±0.26

薬剤師介入
P値

なし(n=30)　　               　　　あり(n=30)
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結果① 保湿剤処方状況

保湿剤の処方割合は有意に増加した

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

薬剤師非介入群 薬剤師介入群

(%)

*

有 無 p値

薬剤師非介入群 19 11

薬剤師介入群 27 3
0.02
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結果② HFS発現割合の調査

HFS発現率は有意に減少した

薬剤師非介入群 薬剤師介入群
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

(%)

*

有 無 p値

薬剤師非介入群 21 9

薬剤師介入群 13 17
0.03
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結果③ HFS発現までの日数

HFS発現までの日数は有意に延長した
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考察

薬剤師が介入することで、治療開始時からヘパリン類似物質油性クリームを使

用して保湿を行うことが可能になったことに加え、初回以降の面談時にはヘパリ

ン類似物質油性クリームの使用状況の確認、継続的な保湿の指導を行うことが

可能になった。その結果、介入後では介入前と比較してHFSの発現率が低下し、

HFSが発現するまでの日数を延長させることができた。以上の結果より、カペシ

タビン誘発性のHFSに対して薬剤師外来が有用である可能性が示唆された。
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症例① 大腸がん術後補助化学療法

術後補助化学療法としてカペシタビン単独療法が開始となった。6クール目開始時に面談

した際に、「最近、指先がひどく痛むようになってきた」との訴えを聴取した。来院時は常に

手袋をしており、肉眼的に手掌の症状を確認できていなかったため、手袋を取ってもらい症

状を確認したところ、手掌に広範囲の皮膚剥離、亀裂がありG2(CTCAE ver4.0)のHFSを認

めた。外用剤の使用状況を確認すると、ヘパリン類似物質油性クリームとベタメタゾン軟

膏は以前処方された物を使用しているものの、塗布量が不足していると考え、コンプライア

ンスを考慮し、ヘパリン類似物質油性クリームとベタメタゾン軟膏の混合調剤と、添付文

書を参考にカペシタビンの休薬を医師に提案した。治療強度を保つために、休薬はせず、

外用剤を併用しながら継続することになったため、適切な塗布の指導を行った。7クール目

開始時には、HFSはG1への改善を認めており、以後はHFSによるカペシタビンの休薬を要

することなく8クール完遂することができた。
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目的(QOLの向上、レジメン完遂率の向上)達成
のために治療目的の共有化を行い、保険薬局薬
剤師、病院薬剤師が連携してがん患者さんを支
援していきましょう

まとめ
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就労支援 -産業医との連携-

働きながらがん治療を受ける患者の支援のため、
産業医と連携する体制を整えています
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トレーシングレポートの紹介

・在宅介入中の患者等、治療日誌の記載が困難

な方の副作用評価にご利用下さい

・副作用のチェックリストとしても使用いただける

ように作成しております

・受診の目安も記載しています

当院HPよりダウンロードいただけます



ありがとうございました


